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	　なぜ人類は戦争を好むのか。やむを得ない性なのか。
	　いったい人類とは？　いや生命とは何なのだろうか。無限に広い宇宙において生命体が生まれ進化するが、絶えず生き残りをかけた戦いを繰り広げているように見える。戦いが悪なら生命体はなぜ生まれたのか。
	　この宇宙の根源を「トリプル・テン」という不思議な意思を持つ物質だと気付いた者がいた。ノロという男だ。そしてノロとともに歩むイリという女だ。
	　この二人を中心とした拙著「トリプル・テンⅠ」「トリプル・テンⅡ」「トリプル・テンⅢ」という三部作、そして超長編物語の「Ｃ・ＯＳ・Ｍ・ＯＳシリーズ」の五部作を展開したが、ここで改めて番外編として「ウク
	　いきなり「番外編」だと言っても前述の物語と無縁ではないのでこの「ウク・ライナー」を読むに当たって参考になる「トリプル・テンⅠ、Ⅱ」のあらすじを掲げることにした。ある意味「ウク・ライナー」は「トリプル
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